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は
じ
め
に

本
稿
は
、
立
命
館
大
学
文
学
部
学
芸
員
課
程
で
所
蔵
し
て
い
る
文
書
群
の
紹
介
で

あ
る
。
こ
の
文
書
群
は
、
本
学
内
の
古
文
書
収
納
ス
ペ
ー
ス
に
保
管
さ
れ
て
お
り
、

ダ
ン
ボ
ー
ル
箱
に
は
「
小
浜
治
安
裁
判
所
関
係
文
書
」
と
書
か
れ
て
い
た
。
だ
が
整

理
の
結
果
、
若
狭
国
遠
敷
郡
小
浜
（
福
井
県
小
浜
市
）
の
出
身
で
あ
る
木
戸
為
三
と
い

う
人
物
と
、
そ
の
親
戚
で
同
じ
く
小
浜
の
人
物
で
あ
る
西
村
仁
兵
衛
に
関
係
す
る
史

料
群
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
文
書
中
に
は
、
西
村
を
被
告
と
し
た
訴
訟
に
関
す

る
史
料
が
含
ま
れ
、そ
れ
が
小
浜
治
安
裁
判
所
よ
り
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
た
め
、

箱
に
そ
う
記
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
。し
か
し
文
書
の
多
く
は
こ
の
訴
訟
と
関
係
が
な
く
、

標
題
の
よ
う
に
改
め
る
の
が
適
当
で
あ
る
。

本
文
書
群
が
本
学
の
所
有
に
い
た
っ
た
経
緯
は
、
明
確
に
は
わ
か
ら
な
い
。
恐
ら

く
は
他
の
文
書
群
と
同
様
、
広
小
路
キ
ャ
ン
パ
ス
時
代
に
購
入
さ
れ
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
が
、
く
わ
し
い
経
緯
・
時
期
等
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。
以
下
、

本
稿
で
は
ま
ず
当
該
文
書
群
の
概
要
を
述
べ
、次
い
で
い
く
つ
か
の
文
書
を
翻
刻
し
、

末
尾
に
全
点
の
目
録
を
付
し
た
。

一
、
木
戸
家
と
西
村
家

こ
の
文
書
群
に
深
く
か
か
わ
る
の
は
、
木
戸
為
三
（
小
浜
津
嶋
町
六
七
番
地
に
居
住
）

と
西
村
仁
兵
衛（
小
浜
鹿
嶋
町
九
〇
番
地
に
居
住
）と
い
う
人
物
で
あ
る
。
末
尾
に
付
し

た
目
録
の
と
お
り
、
こ
の
二
名
が
ほ
と
ん
ど
の
文
書
に
か
か
わ
っ
て
お
り
、
し
か
も

両
者
は
縁
戚
関
係
に
あ
っ
た
（
12
号
文
書
）。

①　

木
戸
家

木
戸
家
は
小
浜
の
有
力
町
人
で
あ
り
、
歴
代
が
「
為
三
」
を
称
し
て
い
る
。
文
久

二
年
（
一
八
六
二
）
の
「
藩
主
入
在
国
に
付
先
例
等
書
留
」（「
組
屋
文
書
」
七
三
）
に
よ

る
と
、
木
戸
為
三
は
桑
村
謙
庵
・
長
井
十
右
衛
門
・
窪
田
手
間
助
・
斎
藤
仁
右
衛
門
・

永
井
市
左
衛
門
と
と
も
に
、
藩
主
へ
御
目
見
得
を
許
さ
れ
る
「
名
披
露
之
者
」
に
列

し
て
い
る①
。
桑
村
・
長
井
は
、
い
ず
れ
も
戦
国
時
代
に
守
護
武
田
氏
に
仕
え
た
と
い

う
由
緒
を
も
ち
、
近
世
に
は
小
浜
城
下
の
有
力
商
人
と
な
っ
て
町
年
寄
を
つ
と
め
て

い
た
。
木
戸
氏
も
彼
ら
と
並
ぶ
よ
う
な
由
緒
を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
し
か

し
木
戸
氏
の
由
緒
は
、
本
文
書
群
中
か
ら
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
。

本
文
書
群
に
か
か
わ
る
木
戸
家
は
「
為
三
」
を
襲
名
し
て
お
り
、
小
浜
城
下
町
の

な
か
で
も
城
郭
に
近
い
津
嶋
町
に
住
ん
で
い
た
。
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
「
木
戸

為
三
家
族
書
」（
62
号
文
書
）
な
ど
に
よ
っ
て
そ
の
系
図
を
あ
ら
わ
す
と
、
図
1
の
よ

史
料
紹
介

「
木
戸
為
三
・
西
村
仁
兵
衛
関
係
文
書
」
の
紹
介

〜
秩
父
事
件
に
参
加
し
た
若
狭
小
浜
の
薬
商
〜

井
上
幸
治
・
町
触
研
究
会
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う
に
な
る
。

明
治
四
年
に
は
ま
だ
正
識
が
「
為
三
」
を
称
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
正
識
が
「
久

一
」
に
改
め
、
清
蔵
が
「
為
三
」
と
称
し
た
。
こ
の
為
三
（
清
蔵
）
は
、
文
久
二
年
四

月
八
日
の
生
ま
れ
で
あ
る
が
、明
治
十
二
年
四
月
に
は
薬
商
と
し
て
営
業
す
る
た
め
、

大
坂
道
修
町
二
丁
目
に
五
年
間
寄
留
す
る
こ
と
を
届
け
で
て
い
る
（
05
・
06
号
文
書
）。

こ
の
と
き
、
父
久
一
は
ま
だ
存
命
し
て
い
た
。
清
蔵
が
若
く
し
て
「
為
三
」
名
を
継

ぎ
、
薬
商
と
し
て
活
動
を
は
じ
め
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

文
書
か
ら
も
、
売
薬
業
に
関
す
る
も
の
が
多
く
見
い
だ
せ
る
（
01
〜
03
、
07
、
13
、

15
、
19
号
文
書
な
ど
）。
な
か
に
は
白
朝
散
の
調
合
に
関
す
る
も
の
も
あ
り
、
為
三
が

薬
商
と
し
て
活
動
し
て
い
た
さ
ま
が
伺
え
る
。
と
く
に
、
明
治
十
六
年
四
月
に
は
為

三
が
関
東
へ
活
動
拠
点
を
移
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
で
き
（
16
号
文
書
）、
為
三
が
明

治
十
七
年
七
月
の
秩
父
事
件
勃
発
よ
り
も
以
前
か
ら
、
秩
父
地
域
の
人
々
と
関
わ
り

を
も
っ
て
い
た
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
の
後
、
為
三
は
、
秩
父
事
件
に
関
わ
っ
て
収
監

さ
れ
入
獄
し
、
特
赦
に
よ
っ
て
明
治
二
十
二
年
三
月
に
出
獄
す
る
。
そ
し
て
明
治

二
十
九
年
ま
で
に
若
狭
小
浜
へ
帰
り
、
そ
こ
に
居
住
し
て
い
る
（
29
号
文
書
）。
し
か

し
木
戸
家
は
そ
の
後
、明
治
三
十
六
年
に
資
産
を
売
却
す
る
。為
三
の
名
が
明
治
三
十

年
を
最
後
に
見
え
な
く
な
り
、
三
十
六
年
の
資
産
売
却
に
際
し
て
も
母
ヒ
サ
の
名
し

か
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
間
に
何
ら
か
の
変
化
が
木
戸
家
に
お
こ
り
、
資
産
整
理
を
せ

ま
ら
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

②　

西
村
家

木
戸
家
の
縁
戚
で
あ
る
西
村
家
は
、
城
下
西
寄
り
の
後
瀬
山
北
麓
に
あ
た
る
鹿
嶋

町
に
居
住
し
、
仁
兵
衛
を
襲
名
し
て
、
釘
鉄
物
商
・
荷
車
稼
業
を
い
と
な
ん
で
い
た

（
40
〜
42
号
文
書
）。
52
号
文
書
に
「
西
村
サ
□
」
と
あ
る
こ
と
と
か
ら
、
西
村
家
は
為

三
の
姉
サ
ダ
の
嫁
ぎ
先
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
サ
ダ
は
安
政
五
年
（
一
八
五
八
）

の
生
ま
れ
で
あ
る
。
木
戸
・
西
村
両
家
の
関
係
は
、
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら

確
認
で
き
る
。
当
時
、
サ
ダ
は
二
〇
歳
に
な
っ
て
お
り
、
恐
ら
く
は
そ
れ
ま
で
に
西

村
元
蔵
（
後
の
仁
兵
衛
・
仁
平
）
に
嫁
い
で
い
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ
を
前
提
と
し
て
、

49
・
50
号
文
書
な
ど
か
ら
判
断
し
た
西
村
家
の
系
図
は
、
図
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
に
元
蔵
が
仁
兵
衛
を
襲
名
し
、そ
れ
ま
で
の
仁
兵

衛
は
吉
兵
衛
と
改
名
し
た
（
40
号
文
書
）。
そ
の
後
、
明
治
十
六
年
十
二
月
に
、
仁
兵

衛
（
元
蔵
）
は
家
督
を
秀
治
郎
に
譲
り
、
仁
平
と
改
名
し
、
秀
治
郎
が
仁
兵
衛
を
称
し

図 1　木戸・西村家の系図
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た
（
49
号
文
書
）。
し
か
し
こ
の
家
督
継
承
は
一
時
的
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
三

か
月
後
の
明
治
十
七
年
二
月
に
は
、
再
び
仁
平
が
家
長
と
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
旧
名

に
戻
し
て
い
る
（
50
号
文
書
）。
何
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
が
、

よ
く
わ
か
ら
な
い
。

西
村
仁
兵
衛
（
元
蔵
）
は
、
明
治
十
九
年
七
月
に
松
谷
重
太
（
小
浜
生
玉
町
に
居
住
）

か
ら
訴
え
ら
れ
、
小
浜
治
安
裁
判
所
に
召
喚
さ
れ
て
い
る
。
裁
判
は
、
明
治
二
十
年

五
月
に
判
決
が
出
、
原
告
敗
訴
と
な
っ
て
い
る
（
53
〜
56
号
文
書
）。
こ
の
文
書
群
が
、

「
小
浜
治
安
裁
判
所
関
係
文
書
」
と
さ
れ
て
い
た
の
は
、
こ
の
文
書
の
存
在
に
よ
る
。

ま
た
「
証
」（
58
号
文
書
）
は
「
仁
兵
衛
妹
フ
ミ
」
が
種
痘
を
受
け
た
際
の
も
の
で

あ
る
が
、
フ
ミ
は
明
治
二
十
六
年
の
生
ま
れ
で
あ
り
、
仁
兵
衛
（
元
蔵
）・
サ
ダ
の
子

で
あ
る
と
推
定
で
き
る
。
そ
う
す
る
と
、
明
治
三
十
年
段
階
の
仁
兵
衛
は
秀
治
郎
で

あ
り
、そ
れ
ま
で
に
襲
名
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
目
録
に
は
記
し
て
い
な
い
が
、

明
治
二
十
九
〜
三
十
年
、
三
十
六
年
の
木
戸
家
の
賃
借
・
売
却
に
は
、
親
類
代
表
と

し
て
西
村
仁
兵
衛
の
名
も
見
え
る
が
、
そ
れ
は
秀
治
郎
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

木
戸
為
三
が
秩
父
事
件
に
よ
り
入
獄
し
、
ま
た
明
治
三
十
六
年
ま
で
に
姿
を
見
せ

な
く
な
る
な
ど
し
た
た
め
、
小
浜
に
残
っ
て
い
た
木
戸
ヒ
サ
は
、
娘
サ
ダ
や
外
孫
の

西
村
仁
兵
衛
（
秀
治
郎
）
を
頼
っ
て
い
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
ゆ
え
本
文
書

も
、木
戸
ヒ
サ
の
手
か
ら
娘
サ
ダ
を
へ
て
外
孫
の
西
村
仁
兵
衛
（
秀
治
郎
）
の
許
に
渡

り
、
そ
の
後
、
西
村
家
の
文
書
と
一
体
に
な
っ
て
本
学
へ
伝
わ
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

二
、
秩
父
事
件
に
つ
い
て

本
文
書
群
の
中
に
は
、
秩
父
事
件
に
関
係
す
る
資
料
が
七
通
（
20
〜
26
号
文
書
）
含

ま
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、明
治
十
八
年
（
一
八
八
五
）
一
月
十
四
日
付
の
裁
判
言
渡

書
（
24
号
文
書
）
は
、
す
で
に
『
秩
父
事
件
史
料
集
成②
』
で
翻
刻
・
紹
介
さ
れ
て
い
る

た
め
、
他
の
六
通
を
翻
刻
・
紹
介
す
る
が
、
そ
の
前
に
秩
父
事
件
と
そ
こ
に
お
け
る

木
戸
為
三
の
行
動
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
く③
。

秩
父
事
件
と
は
、
明
治
十
七
年
十
一
月
一
日
に
勃
発
し
、
鎮
圧
ま
で
一
週
間
を
要

し
た
農
民
蜂
起
事
件
で
あ
る
。
参
加
者
は
、
秩
父
地
方
を
中
心
に
数
千
〜
一
万
人
と

い
わ
れ
、
刀
・
鉄
砲
を
用
い
た
組
織
的
な
行
動
に
よ
っ
て
高
利
貸
商
を
襲
い
、
ま
た

租
税
減
免
・
国
会
開
設
を
求
め
る
な
ど
、
大
規
模
な
武
力
蜂
起
事
件
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
。

当
時
、
木
戸
為
三
は
二
十
三
歳
（
数
え
年
）
で
あ
り
、
十
一
月
六
日
以
降
に
な
さ
れ

た
「
訊
問
調
書
」
や
翌
年
一
月
十
四
日
付
「
裁
判
言
渡
書
」
に
よ
る
と④
、
本
来
は
売

薬
行
商
で
あ
っ
た
が
、
あ
ま
り
芳
し
く
な
か
っ
た
た
め
、
前
年
七
月
下
旬
か
ら
秩
父

郡
下
吉
田
村
（
埼
玉
県
秩
父
市
）
に
滞
在
し
、
代
言
人
の
よ
う
な
こ
と
も
請
け
負
っ
て

い
た
と
い
う⑤
。
そ
し
て
翌
年
十
月
三
十
日
、
近
所
に
住
ん
で
い
て
懇
意
に
し
て
い
た

山
口
富
蔵
方
で
菊
池
貫
平
・
井
出
為
吉
と
面
識
を
も
ち
、
全
国
で
一
斉
蜂
起
す
る
と

い
う
菊
池
の
言
を
信
用
し
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
を
決
意
し
た
。
彼
ら
は
、
ま
ず

石
間
村
（
埼
玉
県
秩
父
市
）
に
移
動
し
、
さ
ら
に
翌
日
、
椋
神
社
（
埼
玉
県
秩
父
市
下
吉

田
）
で
蜂
起
す
る
。
為
三
も
こ
れ
に
参
加
し
、
組
織
の
中
で
は
会
計
に
属
し
て
鉢
巻
・

襷
類
の
物
品
渡
し
方
を
担
当
し
た⑥
。
放
火
な
ど
の
武
力
行
為
に
は
参
加
し
な
か
っ
た

と
い
う
。
し
か
し
蜂
起
軍
は
、
十
一
月
三
日
夕
刻
に
大
渕
附
近
（
埼
玉
県
皆
野
町
）
で

憲
兵
隊
に
破
れ
、
組
織
力
を
失
っ
て
壊
滅
状
態
へ
と
迫
っ
て
い
く
。
そ
れ
を
見
た
為

三
は
、
菊
池
が
言
っ
て
い
た
全
国
蜂
起
の
報
も
な
い
た
め
、
だ
ま
さ
れ
た
と
判
断
し
、

自
首
し
よ
う
と
し
て
組
織
を
離
れ
て
い
く
。

こ
う
し
て
為
三
は
、
山
間
部
の
下
吉
田
か
ら
荒
川
沿
い
に
平
野
部
へ
向
か
い
、
五

日
に
野
巻
村
（
埼
玉
県
皆
野
町
）
で
拘
束
さ
れ
た
。
六
日
に
は
寄
居
警
察
署
（
埼
玉
県

寄
居
町
）
で
尋
問
を
受
け
た
。
そ
の
後
、
為
三
の
身
柄
は
本
荘
警
察
署
（
埼
玉
県
本
庄

市
中
央
一
丁
目
に
当
時
の
建
物
が
現
存
、
県
指
定
文
化
財
）
へ
移
さ
れ
、
八
日
と
十
一
日

に
再
び
尋
問
を
う
け
て
い
る
。
そ
の
後
、十
四
日
に
な
っ
て
熊
谷
監
獄
支
署
（
埼
玉
県
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熊
谷
市
）
の
監
倉
へ
収
監
さ
れ
た⑦
。

こ
の
よ
う
に
木
戸
為
三
は
、
秩
父
事
件
の
中
心
人
物
で
は
な
い
。
し
か
し
、
六
日
の

尋
問
で
組
織
の
概
要
や
蜂
起
の
経
緯
に
つ
い
て
詳
し
く
述
べ
て
お
り
、
憲
兵
隊
側
は
こ

れ
に
よ
っ
て
蜂
起
軍
首
脳
部
の
具
体
的
な
人
名
を
初
め
て
把
握
で
き
た
ら
し
い
。
そ
れ

ゆ
え
、
蜂
起
軍
の
組
織
的
な
活
動
は
三
日
夕
方
に
ほ
ぼ
終
わ
っ
て
い
る
も
の
の
、
そ
の

後
の
菊
池
・
井
出
を
は
じ
め
、
田
代
栄
助
・
加
藤
織
平
ら
の
中
心
人
物
の
追
跡
・
逮
捕

に
お
い
て
、
為
三
は
き
わ
め
て
重
要
な
証
言
を
し
た
と
評
価
で
き
よ
う
。

事
件
が
治
ま
っ
た
後
、
十
二
月
二
十
六
日
に
は
浦
和
重
罪
裁
判
所
（
埼
玉
県
さ
い
た

ま
市
浦
和
区
）
で
の
予
審
が
終
わ
り
、「
予
審
終
結
言
渡
書
」（
22
号
文
書
）
が
為
三
に

示
さ
れ
た
。
そ
し
て
翌
年
一
月
六
日
に
「
公
訴
状
」（
23
号
文
書
）
が
同
裁
判
所
に
送

達
さ
れ
、
十
四
日
に
同
裁
判
所
で
重
禁
固
五
年
の
判
決
が
言
い
渡
さ
れ
た
（「
裁
判
言

渡
書
」）。
為
三
は
即
日
上
告
し
た
が
、
翌
日
に
は
取
り
消
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ

て
為
三
の
刑
期
も
確
定
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
為
三
は
、
明
治
二
十
二
年

三
月
二
日
、
大
赦
に
よ
っ
て
井
出
為
吉
・
井
上
伝
蔵
ら
と
と
も
に
赦
免
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
紹
介
す
る
史
料
は
、
木
戸
為
三
が
組
織
を
離
れ
て
拘
束
さ
れ
た
後
、
裁
判

を
受
け
る
過
程
で
作
成
さ
れ
た
文
書
で
あ
る
。「
予
審
終
結
言
渡
」「
公
訴
状
」
の
内

容
は
、「
裁
判
言
渡
書
」
に
ほ
ぼ
反
映
さ
れ
て
い
る
た
め
、
秩
父
事
件
そ
の
も
の
に
つ

い
て
の
新
た
な
情
報
が
、
加
わ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
し
か
し
こ
の
文
書
群
か

ら
は
、
木
戸
為
三
と
い
う
人
物
が
、
ど
の
よ
う
な
経
歴
を
も
ち
、
ま
た
赦
免
後
に
木

戸
家
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
を
た
ど
っ
た
か
が
う
か
が
え
る
。

秩
父
事
件
で
中
心
と
な
っ
た
の
は
、秩
父
地
方
で
養
蚕
業
・
農
業
に
従
事
し
た
人
々

で
あ
っ
た
。世
界
恐
慌
・
松
方
デ
フ
レ
と
い
う
経
済
状
況
に
よ
っ
て
困
窮
に
お
ち
い
っ

た
人
々
が
、
最
初
こ
そ
陳
情
を
繰
り
か
え
す
も
の
の
、
そ
れ
が
容
れ
ら
れ
な
か
っ
た

結
果
、
武
装
蜂
起
へ
と
進
ん
で
い
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
為
三
は
、
秩
父
地
方
の

出
身
者
で
も
な
け
れ
ば
、
養
蚕
業
・
農
業
に
か
か
わ
る
生
業
で
も
な
い
。
本
来
の
売

薬
業
が
順
調
で
は
な
か
っ
た
と
は
い
え
、
蜂
起
し
た
人
々
と
は
異
な
る
環
境
に
い
た

人
物
で
あ
る
。

為
三
が
事
件
に
加
わ
っ
た
の
は
、蜂
起
の
一
年
以
上
前
か
ら
秩
父
周
辺
に
滞
在
し
、

代
言
人
の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
事
件
の
中
心
人
物
た
ち
は
、

蜂
起
に
い
た
る
ま
で
の
間
に
、
何
度
も
陳
情
に
出
向
い
て
い
る
。
為
三
は
、
そ
の
よ

う
な
蜂
起
以
前
の
活
動
の
中
で
、
中
心
人
物
と
の
関
係
を
深
め
て
い
っ
た
も
の
と
思

わ
れ
る
。

為
三
は
、事
件
の
直
接
の
原
因
と
な
っ
た
経
済
的
困
窮
の
当
事
者
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
た
め
か
為
三
は
、
蜂
起
に
加
わ
っ
た
と
は
い
え
、
武
力
行
為
に
は
参
加
し
て
い

な
い
。
会
計
担
当
で
あ
っ
た
事
も
あ
ろ
う
が
、
や
は
り
蜂
起
に
対
す
る
温
度
差
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
為
三
が
い
ち
早
く
組
織
か
ら
離
れ
、
ま
る
で
自
ら

進
ん
で
拘
束
さ
れ
た
か
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
て
い
る
反
面
、
武
力
行
為
に
参
加
し

た
人
々
の
中
に
は
、
戦
闘
に
よ
っ
て
重
傷
を
負
い
生
命
の
危
機
が
訪
れ
て
も
、
政
府

側
の
医
者
に
よ
る
治
療
を
頑
と
し
て
拒
否
し
、
そ
の
ま
ま
亡
く
な
っ
た
よ
う
な
者
も

い
た⑧
。

事
件
の
中
で
だ
れ
が
ど
の
よ
う
な
行
動
を
と
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
と
、
そ
の
人

物
が
当
事
者
と
し
て
の
危
機
感
を
ど
れ
ほ
ど
有
し
て
い
た
か
と
い
う
事
と
は
、
一
定

度
の
関
係
が
想
定
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。当
事
者
意
識
に
乏
し
い
為
三
が
、

い
ち
早
く
組
織
を
離
れ
、
憲
兵
隊
側
に
情
報
を
与
え
た
こ
と
に
は
、
そ
う
な
る
必
然

性
が
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。

註①　
『
小
浜
市
史　

諸
家
文
書
編
一
』（
小
浜
市
、
一
九
七
九
年
）
一
九
三
〜
二
〇
一
頁
。

②　

井
上
幸
治
ほ
か
編
『
秩
父
事
件
史
料
集
成
』
一
〜
六
（
二
玄
社
、一
九
八
四
〜
八
九

年
）。

③　

秩
父
事
件
の
史
料
・
概
要
に
つ
い
て
は
、
井
上
幸
治
『
秩
父
事
件　

自
由
民
権
期
の

農
民
蜂
起
』（
中
公
新
書
、
一
九
六
八
年
）、
高
島
千
代
「
秩
父
事
件　

―
研
究
と
顕
彰
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活
動
の
現
在
」（
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
紀
要
『
自
由
民
権
』
一
七
号
、二
〇
〇
四

年
）
な
ど
を
参
照
し
た
。
な
お
本
稿
註
に
お
け
る
井
上
幸
治
（
一
九
一
〇
〜
八
九
歿
）

は
、
本
稿
執
筆
者
と
同
姓
同
名
の
別
人
で
あ
る
。

④　

と
も
に
、前
掲
『
秩
父
事
件
史
料
集
成
』
所
収
。
な
お
「
裁
判
言
渡
書
」
は
本
文
書

群
に
も
24
号
文
書
と
し
て
含
ま
れ
る
。

⑤　

為
三
は
、
明
治
十
六
年
四
月
に
は
武
蔵
国
大
宮
附
近
で
活
動
し
て
い
る
（
16
号
文

書
）。

⑥　
「
予
審
終
結
言
渡
状
」（
22
号
文
書
）・「
裁
判
言
渡
書
」
で
は
、
為
三
は
遊
兵
組
に
属

し
て
伝
令
な
ど
を
つ
と
め
た
な
ど
と
記
す
。
し
か
し
「
公
訴
状
」（
23
号
文
書
）
で
は

遊
兵
組
と
い
う
名
称
を
用
い
て
い
な
い
。

⑦　
「
訊
問
調
書
」
に
よ
る
と
、
為
三
は
十
一
日
ま
で
本
荘
警
察
署
で
訊
問
を
う
け
て
い

る
。し
か
し
治
罪
法
に
基
づ
い
て
熊
谷
監
倉
へ
収
監
さ
れ
る
こ
と
は
七
日
に
伝
え
ら
れ

て
お
り
（
20
号
文
書
）、
十
七
日
に
は
刑
法
に
基
づ
い
て
同
監
倉
へ
の
収
監
が
伝
え
ら

れ
て
い
る
（
21
号
文
書
）。

⑧　

金
尾
村
の
新
井
助
三
郎
と
い
う
人
物
の
こ
と
。
井
上
幸
治
『
歴
史
と
は
何
か
』（
藤

　

書
店
、
一
九
九
一
年
）
八
八
〜
八
九
頁
。

〔
目
録
凡
例
〕

一
、
こ
の
目
録
は
、「
木
戸
為
三
・
西
村
仁
兵
衛
関
係
文
書
」
の
目
録
で
あ
る
。

一  

、
原
則
と
し
て
常
用
漢
字
・
新
字
な
ど
を
用
い
、
旧
字
・
異
体
字
な
ど
は
用
い
て
い

な
い
。

一  

、
目
録
に
は
、
文
書
番
号
、
受
入
番
号
、
文
書
名
、
作
成
年
月
日
、
差
出
人
、
宛

先
、
形
状
、
員
数
を
記
し
た
。

一  

、文
書
名
は
原
題
が
あ
れ
ば
そ
れ
を
採
用
し
、必
要
に
応
じ
て
（　

）
内
に
補
記
し

た
。
原
題
が
な
い
場
合
は
、
ふ
さ
わ
し
い
名
称
を
考
え
、〔　

〕
内
に
記
し
た
。

一
、
差
出
人
・
宛
先
が
複
数
あ
る
場
合
、「
他
」
と
し
て
略
し
た
も
の
も
あ
る
。

一  

、本
目
録
は
、本
学
文
学
部
の
自
主
ゼ
ミ
で
あ
る
町
触
研
究
会
が
、二
〇
〇
九
年
九

月
・
二
〇
一
〇
年
八
月
・
二
〇
一
三
年
八
月
に
お
こ
な
っ
た
夏
季
合
宿
の
成
果
の

一
部
で
あ
る
。

合
宿
の
参
加
者
全
員
が
本
目
録
の
作
成
に
携
わ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
合
宿

で
本
文
書
の
整
理
だ
け
を
し
た
わ
け
で
も
な
い
が
、
各
合
宿
へ
の
参
加
者
は
左
記
の

と
お
り
。
な
お
（　

）
内
は
、二
〇
一
四
（
平
成
二
六
）
年
五
月
現
在
の
も
の
で
あ
る
。

　

  

井
上
幸
治
（
本
学
非
常
勤
講
師
）、
澤
田
智
幸
（
二
〇
〇
七
年
度
卒
業
生
）、
谷
口
拓

（
大
阪
市
立
大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
二
〇
一
〇
年
度
修
了
、
京
都
市
役
所
勤
務
）、

満
田
雅
（
二
〇
〇
八
年
度
卒
業
生
）、
土
屋
義
弘
（
本
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程

二
〇
一
二
年
度
修
了
）、
大
橋
裕
美
子
、
齋
藤
陽
子
、
高
橋
歩
美
、
疋
田
侑
莉
、
松

井
直
人
、
村
上
強
、
山
田
佳
美
（
以
上
七
名
は
二
〇
一
〇
年
度
卒
業
生
）、
西
﨑
正

成
、
西
田
優
衣
、
長
谷
川
正
和
、
山
﨑
良
輔
（
以
上
四
名
は
二
〇
一
二
年
度
卒
業

生
）、
松
田
悠
乃
（
京
都
橘
大
学
卒
業
、
キ
ン
シ
正
宗
勤
務
）、
佐
藤
魁
紀
、
中
野
亜

矢
（
以
上
二
名
は
二
〇
一
三
年
度
卒
業
生
）、
佐
田
久
真
帆
（
本
学
5
回
生
）、
安
久

直
輝
、
伊
藤
優
、
川
北
百
合
佳
、
紀
光
、
真
田
遥
平
（
以
上
五
名
は
同
4
回
生
）、

安
達
悠
、
名
合
藍
、
深
井
純
（
以
上
三
名
は
同
3
回
生
）、
中
村
梨
紗
子
、
福
谷
鮎

子
、
藤
橋
由
佳
、
山
本
由
樹
（
以
上
四
名
は
同
2
回
生
）
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■
20　

拘
留
状　

明
治
十
七
年
十
一
年
七
日

縦237m
m

×
横167m

m

①

本
文
書
は
、
上
図
の
よ
う
に

区
切
ら
れ
て
い
る
。

②

③

〔
区
画
①
〕

　
　
　
　
　
　

拘
留
状

〔
区
画
②
〕

「　
　
　
　
　
　

津
島
町　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

福
井
県
遠
敷
郡
辻
村
番
地　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

不
明
平
民　
（
楕
円
印
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
為
三　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
年
」　　
　
　
　
　
　

右
「
凶
徒
聚
衆
」
ノ
事
件
ニ
付
治
罪
法
第
二
十
六
条
ノ
規　

則
ニ
従
ヒ
「
熊
谷
」
監
倉
ヘ
拘
留
ス
ヘ
キ
者
也　
　
　
　
　

　
　

但
本
人
潜
匿
シ
タ
ル
時
ハ
家
宅
ヲ
捜
索
ス
可　
　
　
　

　
　
　

シ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

明
治
「
十
七
」
年
「
十
一
」
月
「
七
」
日
午
后
「
八
」
時　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
方
印
1
）　　
　
　
　
　
　

　

「
本
荘
」
警
察
署
「
長
」　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

埼
玉
県
警
部
「
伊
藤
碌
三
」（
方
印
2
）　　
　

〔
区
画
③
〕

拘
留
シ
タ
ル
被
告
人

ノ
署
名
捺
印
若
シ
能　
「
木
戸
為
三
」（
拇
印
）

ハ
サ
ル
時
ハ
其
事
由

執
行
シ
タ
ル　
　
　
　
「
十
一
月
七
日
」

月　

日　

時

執
行
シ
タ
ル　
　
　
　
「
本
庄
警
察
所
ニ
於
テ
」

場　
　
　

所

執
行
ノ
手
続　
　
　
　
「
被
告
人
ニ
正
本
ヲ
示
シ
謄
本
ヲ
下
附
」

家
宅
捜
索
ヲ
為
シ
タ

ル
時
ハ
其
事
由

拘
留
ス
ル
事
能
ハ
サ

ル
時
ハ
其
事
由

右
之
通
取
扱
候
也

　

明
治
「
十
七
」
年
「
十
一
」
月
「
七
」
日

　
　
　
　
　
　
　
　

巡
査
「
宅
野
寛
道
」（
円
印
）

　
　
註
1
、  

本
文
書
は
、
枠
線
及
び
文
字
が
木
版
印
刷
さ
れ
た
専
用
紙
に
「　

」
部
分
の
文

字
を
墨
筆
で
記
入
し
て
い
る
。

　
　
　

2
、
区
画
②
「
辻
村
」
の
上
に
楕
円
印
（「
水
谷
」）
を
捺
し
、
訂
正
す
る
。

　
　
　

3
、  
方
印
1
は
「
埼
玉
県
本
庄
警
察
署
」、
方
印
2
は
「
埼
玉
県
警
部
伊
藤
碌
三
」
と

記
す
。
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4
、
文
書
上
欄
外
に
水
谷
印
の
捨
印
、
右
端
に
方
印
1
の
割
印
あ
り
。

■
21　

収
監
状　

明
治
十
七
年
十
一
月
十
七
日

縦272m
m

×
横196m

m

①

本
文
書
は
、
上
図
の
よ
う
に

区
切
ら
れ
て
い
る
。

②

③

〔
区
画
①
〕

（
方
印
1
）　

（
方
印
2
）　

　
　
　
　
　
　

収
監
状

〔
区
画
②
〕

「
福
井
県
若
狭
国
遠
敷
郡
小
浜
津
島
町
平
民          　

　

売
薬
者　
　
　
　

木
戸
為
三
」                  　

右
「
兇
徒
嘯
聚
ノ
助
勢
ヲ
ナ
シ
タ
ル
」
事
件
ニ        　

付
取
調
ヲ
為
シ
タ
ル
処
本
罪
刑
法
第
「
百            　

三
十
七
」
条
ニ
該
ル
可
キ
者
ト
思
料
ス
依
テ          　

検
事
ノ
意
見
ヲ
聴
キ
埼
玉
県
監
獄
熊
谷              　

支
署
監
倉
ニ
収
監
ス
可
キ
者
也                    　

　

但
本
人
潜
匿
シ
タ
ル
時
ハ
家
宅
ヲ
捜              　

　

索
ス
可
シ                                  　

明
治
「
十
七
」
年
「
十
一
」
月
「
十
七
」
日
「
午
前
十
」
時

　
　
　
　
　
　
　

（
方
印
2
）                    　

　

浦
和
軽
罪
裁
判
所
熊
谷
支
庁                    　

　
　

「
予
審
判
事
補　

秋
山　

復
」（
方
印
3
）       　

　
　
　
　
　

書
記　
「
木
村
周
次
郎
」（
方
印
4
）     　

〔
区
画
③
〕

収
監
シ
タ
ル
被

告
人
ノ
署
名
捺　
「
木
戸
為
三
」（
拇
印
）

印
若
シ
能
ハ
サ

ル
時
ハ
其
事
由

執
行
シ
タ
ル　
　
「
明
治
十
七
年
十
一
月
十
七
日
午
前

月
日
時　
　
　
　
　

十
一
時
」

執
行
シ
タ
ル　
　
「
埼
玉
県
熊
谷
監
獄
支

場
所　
　
　
　
　
　

署
ニ
於
テ
」

執
行
ノ
手
続　
　
「  

ヒ
告
人
エ
正
本
ヲ
示
シ
謄

本
ヲ
下
附
ス
」

家
宅
捜
索
ヲ
為

シ
タ
ル
時
ハ
其

由収
監
ス
ル
事
能

ハ
サ
ル
時
ハ
其

事
由

右
之
通
取
扱
候
也

　

明
治
「
十
七
」
年
「
十
一
」
月
「
十
七
」
日
午
「
前
十
一
」
時

　
　

「
埼
玉
県
看
守　

渡
辺
善
左
エ
門
」（
円
印
）



八

142
　
　
註
1
、  

本
文
書
は
、
枠
線
及
び
文
字
が
木
版
印
刷
さ
れ
た
専
用
紙
に
「　

」
部
分
の
文

字
を
墨
筆
で
記
入
し
て
い
る
。

　
　
　
2
、
方
印
1
の
下
に
、
方
印
2
の
割
印
が
あ
る
。

　
　
3
、  
方
印
1
は
「
検
事
松
山
彪
印
」、
方
印
2
は
「
浦
和
軽
罪
裁
判
所
熊
谷
支
庁
印
」、

方
印
3
は
「
判
事
補
秋
山
復
」、方
印
4
は
「
裁
判
所
書
記
木
村
周
次
郎
」
と
記

す
。

■
22　

予
審
終
結
言
渡
書　

明
治
十
七
年
十
二
月
二
十
六
日縦273m

m

×
横195m

m

「
第
八
号
」（
朱
書
）

　
　

予
審
終
結
言
渡
書

　
　
　

福
井
県
若
狭
国
遠
敷
郡
小
浜
津
島
」
町
六
十
七
番
地
ノ
壱
平
民
売
薬
商

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

木
戸
為
三

検
察
局
ノ
起
訴
ニ
依
リ
右
木
戸
為
三
」
ニ
対
ス
ル
兇
徒
聚
衆
事
件
予
審
ヲ
遂
」
ケ
、

終
結
ノ
言
渡
ヲ
為
ス
、
左
ノ
如
シ
、

被
告
人
ハ
武
蔵
国
秩
父
郡
下
吉
田
村
」
ニ
奇
寓
中
、
井
出
為
吉
・
菊
池
管
平
」
ヨ
リ

田
代
栄
助
等
カ
腕
力
ヲ
以
テ
高
利
貸
」
営
業
者
ヲ
圧
倒
シ
并
ニ
学
校
ノ
休
」
業
・
雑

税
ノ
減
免
ヲ
地
方
庁
ニ
強
訴
」
ス
ル
等
ノ
目
的
ヲ
以
テ
暴
挙
ヲ
企
ツ
ル
事
」
ヲ
聞
知

シ
、且
ツ
為
吉
等
ノ
煽
動
ス
」
ル
所
ト
ナ
リ
、其
暴
挙
ニ
与
シ
、明
治
十
」
七
年
十
一

月
一
日
白
木
綿
ノ
鉢
巻
ヲ
為
」
シ
刀
ヲ
帯
シ
袴
ヲ
穿
テ
、
下
吉
田
村
」
椋
ノ
神
社
境

内
ニ
参
会
シ
、
遊
兵
」
組
即
チ
伝
令
使
ノ
地
位
ヲ
占
メ
、
会
」
計
ニ
属
ス
ル
役
務
ヲ

兼
ネ
、
同
月
四
日
ニ
至
」
ル
マ
テ
同
郡
小
鹿
野
町
・
大
宮
郷
・
皆
野
村
」
等
ヲ
蹂
躙

騒
擾
シ
、
其
間
襷
・
鉢
巻
」
ヲ
新
参
者
ニ
分
与
シ
、
或
ハ
官
兵
ノ
」
動
静
ヲ
首
魁
ニ

報
告
シ
之
ニ
抗
拒
」
ス
ル
ノ
処
分
ヲ
為
サ
シ
メ
、
或
ハ
暴
徒
ヲ
」
指
揮
シ
テ
緩
急
相

救
ワ
シ
ム
ル
等
ノ
業
」
為
ヲ
為
シ
、
暴
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
モ
ノ
ニ
シ
テ
」
其
証
憑
ハ
被

告
人
ノ
口
供
証
人
除
村
」
喜
作
・
倉
林
新
吉
・
肥
土
三
郎
平
・
千
」
葉
正
規
・
引
間

コ
ン
・
笠
原
キ
ク
、
事
実
」
参
考
人
井
出
為
吉
・
田
代
栄
助
ノ
陳
」
述
、
脇
差
及
ヒ

名
刺
ノ
現
在
セ
ル
等
ニ
」
依
リ
充
分
ナ
リ
、
其
所
為
ハ
刑
法
第
」
百
三
十
七
条
中
刑

其
嘯
聚
ニ
応
」
シ
煽
動
シ
テ
勢
ヲ
助
ケ
タ
ル
者
ハ
」
軽
懲
役
ニ
処
シ
、
其
情
軽
キ
者

ハ
」
一
等
ヲ
減
ス
ト
ア
ル
ニ
該
当
ス
ル
重
罪
」
ナ
リ
ト
思
料
ス
、依
テ
治
罪
法
第
二
」

百
二
十
二
条
ノ
規
則
ニ
随
ヒ
、
本
件
」
ヲ
浦
和
重
罪
裁
判
所
ニ
移
シ
、
且
東
」
京
控

訴
裁
判
所
検
事
長
ノ
指
揮
」
ア
ル
迄
、
被
告
人
ヲ
埼
玉
県
監
獄
熊
」
谷
支
署
ノ
営
倉

ニ
留
置
ス
ル
者
也
、

　

但
貴
、
言
渡
ニ
対
シ
故
障
ヲ
為
ス
事
」
ヲ
得
、
其
期
限
ハ
本
旨
ノ
送
達
」
ア
リ
タ

ル
ヨ
リ
一
日
ナ
リ
ト
ス

　
　

明
治
十
二
年
十
二
月
廿
六
日

　
　

浦
和
軽
罪
裁
判
所
熊
谷
支
庁

　
　
　
　

予
審
判
事
補　

秋
山
復

　
　
　
　
　

書　

記　
　

木
村
周
次
郎

　

右
正
本
ニ
依
リ
謄
写
ス
ル
モ
」
ノ
也

　
　

明
治
十
二
年
十
二
月
廿
六
日

　
　
　
　
　

書　

記　
　

木
村
周
次
郎
（
方
印
）

　
　
註　

本
文
中
の 

」
は
、
改
行
を
示
す
。

■
23　

公
訴
状　

明
治
十
八
年
一
月
六
日

縦276m
m

×
横195m

m

　
　
　

公
訴
状

　
　
　
　

福
井
県
若
狭
国
遠
敷
郡
」
小
浜
津
嶋
町
六
十
七
番
地
ノ
壱
、
平
民
」

　
　
　
　

売
薬
行
商
人
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木
戸
為
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

二
十
三
年

右
被
告
人
木
戸
為
三
カ
今
回
県
下
秩
父
郡
ニ
暴
」
挙
セ
ル
兇
徒
ニ
加
盟
シ
タ
ル
ヽ
顛

末
ヲ
揚
ケ
シ
ニ
、
被
告
ハ
」
兼
テ
秩
父
郡
下
吉
田
村
寄
宿
中
田
代
栄
助
・
」
井
出
為

吉
・
菊
地
管
平
等
カ
相
謀
リ
テ
貧
民
ヲ
」
誘
導
シ
衆
力
ヲ
擁
シ
テ
債
主
ニ
迫
リ
、
或

ハ
延
期
、
或
ハ
年
」
賦
等
ノ
談
判
ヲ
為
シ
、
又
学
校
休
業
雑
税
減
免
」
ヲ
地
方
庁
ニ

強
願
セ
ン
ト
ノ
目
論
見
ア
ル
ヲ
聞
知
シ
、之
」
ニ
党
与
ス
ル
ノ
意
ヲ
決
シ
、明
治
十
七

年
十
一
月
一
日
、
刀
」
ヲ
帯
ヒ
袴
ヲ
穿
テ
白
木
綿
ノ
鉢
巻
ヲ
為
シ
、
田
代
」
栄
助
等

と
秩
父
郡
下
吉
田
村
椋
ノ
神
社
ニ
」
会
同
シ
、
同
右
之
為
ニ
伝
令
使
兼
会
計
事
」
務

ノ
任
ヲ
荷
ヒ
、且
ツ
軽
重
ノ
事
ニ
従
事
シ
併
」
セ
テ
襷
・
鉢
巻
用
ノ
木
綿
ヲ
行
々
追
々

従
フ
ル
者
ニ
配
」
与
シ
、
同
日
午
後
同
勢
ト
供
ニ
同
郡
小
鹿
野
町
」
ニ
進
ミ
、
翌
二

日
大
岡
村
ニ
乱
入
シ
、
同
夜
妙
見
寺
表
」
ニ
屯
集
シ
、
其
翌
三
日
大
野
原
黒
谷
等
ノ

各
」
村
ヲ
経
テ
皆
野
町
ニ
出
テ
、
又
其
翌
四
日
同
郡
下
」
吉
田
村
ヲ
過
ケ
リ
、
城
峯

山
ノ
方
ヘ
押
出
ス
際
、」
被
告
ハ
心
出
切
々
其
目
約
ノ
達
シ
得
可
ラ
サ
ル
ヲ
悟
」
リ
、

逃
レ
テ
同
郡
野
槙
村
ニ
到
リ
、
同
月
五
日
遂
ニ
捕
」
縛
セ
ラ
レ
タ
リ
、
先
是
被
告
カ

田
代
栄
助
等
ニ
随
」
従
シ
テ
各
村
ヲ
横
行
ス
ル
ニ
当
リ
テ
ヤ
、
被
告
ノ
出
」
務
ハ
前

陳
ノ
如
ク
専
ラ
伝
令
会
計
等
ノ
在
リ
ト
」
雖
モ
、
其
間
或
ハ
官
兵
ノ
動
静
ヲ
探
知
シ

テ
之
ヲ
首
」
領
ニ
報
告
之
事
ニ
臨
ヒ
テ
尚
モ
失
錯
ス
ル
事
ナ
カ
ラ
シ
ム
」
ル
カ
如
キ

拮
据
黽
勉
暴
勢
ヲ
助
ク
ル
ニ
於
テ
尤
モ
」
尽
力
シ
タ
ル
者
ナ
リ
、
其
事
実
ハ
被
告
ノ

申
述
証
人
」
除
村
喜
作
・
倉
林
新
吉
・
肥
土
三
郎
平
・
千
葉
正
規
・
」
引
間
コ
ン
・

笠
原
き
り
ノ
証
言
、
参
考
人
井
出
為
吉
・
田
」
代
栄
助
ノ
供
述
及
脇
差
・
名
刺
ノ
現

存
ニ
拠
リ
」
証
憑
充
分
ナ
リ
ト
ス
、
之
ヲ
法
律
ニ
照
ス
ニ
刑
法
第
」
百
三
十
七
条
第

二
項
ニ
該
当
ス
、」

浦
和
軽
罪
裁
判
所
熊
谷
支
庁
予
審
判
事
ハ
被
」
告
ヲ
兇
徒
聚
衆
重
罪
犯
人
ナ
リ
ト
認

メ
、
浦
和
重
」
罪
裁
判
所
ニ
移
ス
ノ
旨
言
渡
ヲ
為
シ
タ
リ
。

本
職
右
言
渡
確
定
シ
タ
ル
ニ
因
リ
、
其
言
渡
ヲ
執
」
行
セ
ン
カ
為
メ
、
節
々
被
告
ノ

罪
証
ヲ
呈
状
シ
テ
公
」
訴
ニ
及
候
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
和
重
罪
裁
判
所

明
治
十
七
年
十
二
月
三
十
日　

検
事　

岡
田
豊

　

同
所

　
　

判
事　

島
田
正
章
殿

右
正
本
ニ
依
リ
謄
写
ス
ル
者
也

　
　

明
治
十
八
年
一
月
六
日
浦
和
重
罪
裁
判
所
ニ
於
テ

　
　

（
方
印
1
）

　
　
　
　
　

裁
判
所
書
記
「
花
田
銀
太
郎
」（
方
印
2
）

　
註
1
、
本
文
中
の 

」
は
、
改
行
を
示
す
。　

　
　

2
、
方
印
1
は
「
浦
和
重
罪
裁
判
所
之
印
」
と
記
す
。

　
　

3
、
用
紙
（
罫
紙
）
に
は
、
柱
に
「
浦
和
重
罪
裁
判
所
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
。

■
25　
〔
長
脇
差
一
本
押
収
状
〕　

明
治
十
八
年
一
月
十
四
日縦270m

m

×
横175m

m

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
木
戸
為
三
」

右
明
治
「
十
八
」
年
「
一
」
月
「
十
四
」
日
当
裁
判
所
ニ
於
テ
宣
告
ヲ
為
シ

タ
ル
「
長
脇
差
壱
本
ハ
」
当
裁
判
所
書
記
局

へ
可
相
納
者
也　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

「
重
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
和
軽
罪
裁
判
所
熊
谷
支
庁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ　
　
　
　

ヒ
ヒ
ヒ
ヒ

　
　

明
治
「
十
八
」
年
「
一
」
月
「
十
四
」
日　
　
　

検
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヒ
ヒ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

書
記
局
（
朱
方
印
）



一
〇

144
　
　
註
1
、
年
月
の
箇
所
に
朱
方
印
あ
り
。
そ
の
印
文
は
「
浦
和
重
罪
裁
判
所
之
印
」。

　
　
　

2
、
印
刷
物
に
「　

」
部
分
の
文
字
を
記
入
し
て
い
る

　
　
　

3
、
見
せ
消
し
は
、
消
し
た
文
字
の
左
側
に
「
ヒ
」
を
記
し
た
。

　
　
　

4
、
上
部
に
「
七
字
削
除
」
の
文
字
記
入
と
朱
方
印
あ
り
。

■
26　

記（
金
24
銭
上
納
に
つ
き
）　

明
治
十
八
年
五
月
九
日縦241m

m

×
横168m

m

　
　
　

記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

納
人

　

明
治
十
「
七
」
年
第
「
廿
壱
」
号　
　
　
　

「
木
戸
為
三
」

一　

金
「
弐
拾
四
銭
」

　
　
　
　
　
　
　

裁
判
言
渡
書
謄
本
「
八
」
枚

右
上
納
可
致
モ
ノ
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

浦
和
軽
罪
裁
判
所

　

明
治
十
「
八
」
年
「
五
」
月
「
九
」
日      

書
記
局

　
　
註
1
、
文
字
「
上
納
可
致
」
の
場
所
に
、
朱
方
印
が
捺
さ
れ
て
い
る

　
　
　

2
、
文
字
を
木
版
印
刷
し
た
専
用
紙
に
「　

」
部
分
の
文
字
を
記
入
し
て
い
る
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１：木戸
01 34-2 売薬御願 明治 10 年 3 月 10 日 木戸為三 － 竪帳 1
02 33 証（薬税上納につき） 明治 11 年 3 月 12 日 － 木戸為三 切紙 1
03 34-1 売薬請売約定書 明治 11 年 木戸為三・浅井源治

郎
－ 竪紙 1

04 43 地所譲渡之証 明治 11 年 10 月 8 日 西村仁兵衛他 1名 木戸為三 切紙 1
05 32-1 寄留願 明治 12 年 4 月 23 日 木戸為三 戸長田中長次郎・副

戸長西嶋善太郎
綴 1

06 32-2 寄留願 明治 12 年 4 月 23 日 戸長田中長次郎・副
戸長西嶋善五郎

大坂府下道修町弐
町目戸長

綴 1

07 31 受領証（売薬壱方税 1円
につき）

明治 12 年 7 月 24 日 遠敷郡長曾根直行 木戸為三 切紙 1

08 42 証（実印預かりにつき）明治 13 年 3 月 11 日 木戸久一 西村吉兵衛 罫紙 1
09 40 地所書入証 明治 13 年 4 月 12 日 木戸為三・西村仁兵

衛
津田和助 罫紙 1

10 41 建家書入質証 明治 13 年 4 月 12 日 木戸為三・西村仁兵
衛・一二銀蔵

村松作右衛門 罫紙 1

11 26 受領書（金 1円につき）明治 13 年 7 月 22 日 遠敷郡清瀧町津嶋
町多賀町鈴鹿町戸
長役場

木戸為三 切紙 1

12 25 証（家の管理につき） 明治 13 年 8 月 木戸久一 親類惣代人西村仁
兵衛

竪紙 1

13 28 売薬請売約定書 明治 13 年 平民木戸為三他1名 － 竪紙 1
14 21 仮約定之証 明治 16 年 4 月 3 日 高岸■二 増川〔　　　〕 竪紙 1
15 20 売薬請売約定書 明治 16 年 4 月 9 日 平民木戸為三 平民橋本儀兵衛 竪紙 1
16 12 〔勧解不調証明〕 明治 16 年 4 月 25 日 大宮治安裁判所 － 切紙 １
17 16 記（着物料受取につき）明治 16 年 8 月 4 日 丁野友蔵 木戸 切紙 1
18 19 記（7月 6日渡の金 8円

につき）
明治 16年 10 月 29 日 － － 切紙 1

19 17 売薬請売鑑札御訂正願 明治 17 年 4 月 22 日 木戸為三 遠敷郡長森川秀雄 － 1
20 06 拘留状 明治 17 年 11 年 7 日 本荘警察署長他 木戸為三 切紙 1
21 05 収監状 明治 17年 11 月 17 日 浦和軽罪裁判所熊

谷支庁予審判事補
秋山復他

木戸為三 切紙 1

22 04 予審終結言渡書 明治 17年 12 月 26 日（浦和軽罪裁判所熊
谷支庁）書記木村周
次郎

（木戸為三） 竪帳 1

23 03 公訴状（謄本） 明治 18 年 1 月 6 日 （浦和重罪裁判所）
検事岡田豊

判事島田正章 竪帳 1

24 02-1 裁判言渡書（謄本） 明治 18 年 1 月 14 日（浦和重罪裁判所）
書記内河功

木戸為三 竪帳 1

25 02-2 〔長脇差 1本押収状〕 明治 18 年 1 月 14 日 浦和重罪裁判所書
記局

木戸為三 切紙 1

26 01 記（金 24 銭上納につき）明治 18 年 5 月 9 日 浦和軽罪裁判所書
記局

木戸為三 一紙 1

27 52 借用金之証 明治 21 年 2 月 28 日 木戸為三他 3名 少栖御連中 罫紙 1
28 13 證（一切取引無之由につ

き）
明治 12年 11 月 10 日 鈴鹿町青山立助 木戸為三他 1名 竪紙 1

29 07 賃貸借契約証書正本 明治 29 年８月 10 日 賃貸人金岩正次郎 賃借人木戸為三 竪帳 1
30 51 連帯借宅証書 明治 30 年 11 月 7 日 木戸ヒサ・川渡兵吉 山田弥吉 罫紙 1
31 55 連帯借用金証書 明治 30 年 1 月 19 日 木戸為三・木戸ヒ

サ・村井喜右衛門・
可児島兵吉

幸田庄吉・西津倉次
郎

竪紙 1

32 54 物品預り証 明治 30 年 4 月 20 日 津嶋町預り人木戸
ひさ

小浜町左屋東山伊
右衛門

竪紙 1

33 53 譲り証 明治 30 年 10 月 6 日 金岩正次郎 木戸為三 罫紙 1
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34 49 金受取証 明治 36 年 9 月 2 日 森本庄兵衛 一二銀蔵 竪紙 1
35 47 売渡し書証 明治 36 年 12 月 5 日 小浜町津嶋売渡人

木戸ヒサ
猪野栄太郎 竪帳 1

36 48 借用金之書記 明治 36 年 12 月 5 日 遠敷郡小浜町津島
借主木戸ヒサ

猪野栄太郎 罫紙 1

37 46 譲り渡し証 明治 36 年 12 月 6 日 猪野栄太郎 今井三治 罫紙 1
38 45 承諾証 明治 36年 12 月 10 日 木戸ヒサ 今井三治 罫紙 1
39 18 証（カヤ 1 張請取につ

き）
未 12 月 30 日 井筒屋伝兵衛 吹田金作 切紙 1

２：西村
40 35 改名願 明治 11 年 6 月 24 日 願人西村元蔵他3名 滋賀県令 罫紙 1
41 30 商業願 明治 12 年 7 月 21 日 願人西村仁兵衛他

保証人 2名
滋賀県遠敷郡長曾
根直行

竪帳 1

42 29 荷車稼願 明治 12 年 8 月 20 日 願人西村仁兵衛 鹿嶋町戸長吹田新
次郎

竪紙 1

43 27 古屋行商所鑑札願 明治 13 年 5 月 29 日 西村仁兵衛 滋賀県遠敷郡長曾
根直行

竪帳 1

44 24-2 受領書 明治 14年 12 月 27 日 小浜警察署 西村仁兵衛 竪帳 1
45 24-1 車鑑札遺失ニ付御下ケ

渡願
明治 14年 12 月 28 日 願人西村仁兵衛 遠敷郡長須田安崇 罫紙 1

46 38 便所新設願 明治 15 年 6 月 5 日 西村仁兵衛 石黒務 罫紙 1
47 22 荷積車御願 明治 15 年 7 月 24 日 西村仁兵衛 遠敷郡長須田安崇 竪帳 1.
48 23 売薬営業人満期ニ付御

届
明治 15年 10 月 31 日 平民西村仁兵衛 遠敷郡長森川秀雄 竪帳 1

49 37 改名願 明治 16年 12 月 26 日 願人西村秀次郎他 1
名

 遠敷郡長森川秀雄 罫紙 1

50 36 改名願 明治 17 年 2 月 21 日 願人西村仁平他1名 福井県遠敷郡長森
川秀雄

罫紙 1

51 15 古物行商願 明治 17 年 2 月 28 日 平民西村仁兵衛他 1
名

福井県令石黒務 竪帳 1

52 44 月賦金連帯借用書 明治 37年 12 月 10 日 西村サ〔 〕（ダ）・
一二銀〔 〕（蔵）

今井三治 罫紙 1

53 08 呼出状 明治 19 年 7 月 29 日 小浜治安裁判所 西村仁兵衛 切紙 1
54 09 呼出状 明治 20 年 3 月 30 日 小浜治安裁判所 西村仁兵衛 切紙 1
55 10 呼出状 明治 20 年 5 月 28 日 小浜治安裁判所 西村仁兵衛 切紙 1
56 14 裁判言渡書 明治 20 年 5 月 31 日（小浜治安）裁判所

書記和田駒次郎
松谷重太 竪帳 1

57 11 〔動産仮差押命令書〕 明治 23 年 1 月 27 日 小浜治安裁判所 － 竪帳 1
58 50 証（種痘につき） 明治 31 年 5 月 2 日 福井県若狭国遠敷

郡小浜町小浜医師
甲賀通元

 福井県若狭国遠敷
郡小浜町小浜鹿嶋
西村仁兵衛妹フミ

切紙 1

３：その他
59 58 寄留願 明治 9年 9月 30 日 本庄文右衛門 内村藤治郎 罫紙 1
60 39 広告（馬車運搬につき）明治 13 年 9 月 宝集社 － 切紙 1
61 56 断簡（医療につき） － － 木戸為三 切紙 1
62 57 木戸為三家族書 明治 4年 － － 切紙 1


